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ヘルペスウイルスによる前部ぶどう膜炎でご加療中の方へ 

 
当院では「ヘルペスウイルス性前部ぶどう膜炎に関する後ろ向き多施設共同臨床研究」を行っております。こ

の研究は皆様の当院での検査結果や治療効果などを沢山の患者さんで検討することで、ヘルペスウイルス性前

部ぶどう膜炎の臨床像の解明を目指すものです。今回の研究によって、ヘルペスウイルスによる前部ぶどう膜

炎をより正確に理解できるようになり、正しい診断や治療法の確立につながることが期待されます。	

この病気のために当院に通院された際の患者様のデータを、今回の研究で使わせて頂けないかと思います。対

象となる患者様は以下の通りです。	

	

【研究課題】	

ヘルペスウイルス性前部ぶどう膜炎に関する後ろ向き多施設共同臨床研究（多施設後向き研究）	

	

【研究期間】	

実施期間：研究倫理委員会承認後 1 年間	

研究対象期間：2012 年 1 月～2017 年 12 月の５年間	

	

【対象となる方】	

2012 年 1 月 1 日から 2017 年 12 月 31 日の間に東京大学医学部附属病院眼科に通院され、ヘルペスウイルス

性前部ぶどう膜炎と診断された患者様。	

【研究の意義】	

ヘルペスウイルス性前部ぶどう膜炎には主に 3 種類のウイルス（単純ヘルペスウイルス、水痘・帯状疱疹ウイ

ルス、サイトメガロウイルス）があります。	

近年、前房水のウイルス遺伝子学的検査によってこれらの炎症の原因を特定できるようになりました。それぞ

れのウイルスによる症状や所見の違いが少しずつわかってきましたが、似ているものも多く、前房水検査を行

わなければ診断を確定できません。また、その検査結果もすぐに判明するわけではないため、原因ウイルスを

予測して見切り発車で治療を先行し、後で検査結果に合わせて治療方針を調整しているのが現状です。	

過去にヘルペスウイルス性前部ぶどう膜炎と診断され治療した患者さんの経過をまとめ、原因ウイルスによる

特徴の違いを検討することは、今後、同じ疾患を発症した方の速やかな診断・治療に大変役立つと考えます。

そのため今回、当院で治療を行ったヘルペスウイルス性前部ぶどう膜炎の患者さんの診療情報を調査すること

になりました。より多くの患者さんの情報を集めて分析するために、当院の他にも複数の施設で協力して集計

する予定です。	

	

【研究の目的】	

ヘルペスウイルス性前部ぶどう膜炎と診断され治療した患者さんの経過をまとめ、原因ウイルスによる特徴

の違いを明らかにすることです。	

	

【研究の方法】	

この研究は東京大学医学部倫理委員会のほか、北海道大学、山形大学、東京医科歯科大学、東京医科大学、東

京都健康長寿医療センター、大阪大学、鳥取大学、九州大学、大分大学、宮田眼科病院での倫理委員会の承認

を受けて実施するものです。	

この研究は、現在または過去に東京大学附属病院眼科にヘルペスウイルス性前部ぶどう膜炎で通院された患

者様が、これまでに当院で受けてこられた検査などのデータを収集して、この病気の臨床像を明らかにするこ

とを目的としています。具体的には、当院のカルテに記載されている患者様の年齢、性別、ぶどう膜炎以外の
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病気の既往歴、眼の所見、検査結果、使用した治療薬、手術歴、角膜内皮細胞数、再発歴などの情報を記録し、

多数の患者様のデータをまとめて統計的に検討します。特に患者さんに新たにご負担いただくことはありませ

ん。データは主たる研究施設である宮田眼科病院に電子ファイルで送付されます。	

	

【個人情報の保護】	

	 この研究に関わって収集される情報・データ等は、外部に漏えいすることのないよう、慎重に取り扱う必

要があります。	

あなたの情報・データ等は、東京大学医学部付属病院眼科、宮田眼科病院にて解析・保存されます。データ

を宮田眼科病院に送付する前に、氏名・住所・生年月日等の個人情報を削り、代わりに新しく符号をつけどな

たのものか分からないようにした状態にした上で取り扱われます。当研究室においては蕪城俊克が、担当者の

み使用できるパスワードロックをかけたパソコンや鍵のかかる保管庫で厳重に保管します。	

宮田眼科病院においては、宮田和典（宮田眼科病院）が特定の研究者のみ使用できるパスワードロックをか

けたパソコンや施錠された保管庫にて厳重に保管します。	

	

この研究のためにご自分のデータを使用してほしくない場合は主治医にお伝えいただくか、下記の研究事務

局まで 2018 年 12 月 31 日までに御連絡ください。ご連絡をいただかなかった場合、ご了承いただいたものと

させて頂きます。	

研究結果は、個人が特定出来ない形式で学会等で発表されます。収集したデータは厳重な管理のもと、研究

終了後 5 年間保存されます。なお研究データを統計データとしてまとめたものについてはお問い合わせがあれ

ば開示します。下記までご連絡ください。ご不明な点がありましたら主治医または研究事務局へお尋ねくださ

い。	

	

本研究の経費は東京大学医学部研究費（委任経理金）より拠出しています。本研究に関して、開示すべき利益

相反関係はありません。尚、あなたへの謝金はございません。	

	

【問い合わせ、苦情等の連絡先】	

東京大学医学部附属病院・・眼科	 講師	 蕪城	 俊克（かぶらき	 としかつ）	

住所：東京都文京区本郷７－３－１	

電話：03-3815-5411（内線	37499	）	 	FAX：03-3817-0798	

E メールでのお問い合わせ：・・・・・kabutoshi-tky@umin.ac.jp	

医療機関名	 東京大学医学部附属病院	

診療科名	 ・・・眼科	 	 診療科責任者名	 教授	 	 相原	 一	 	


